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全員協議会、本会議、まちづくり常任委員会、総務常任委員会にて説明を受け、
質疑し慎重審議しました。

◆議案第4号　一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
千葉県人事委員会勧告に準じて、給与月額を平均3.5％引き上げします。
公務員は団体交渉やストライキを制約されるので、人事委員会が給与水準を民間給与とバ
ランスがとれるよう勧告します。

Q 改定後の職員平均年収（620万3617円）が平均的なサラリーマン年収よりも高いの
では。

A【総務課】職員の平均年齢を加味して県職員（640万716円）と比べると適正です。

Q 初任給はどのように変わるのか。

A【総務課】改定後月額は一般行政職
初級1万2,200円増の20万6,700円、

上級1万2,000円増の23万7,600円です。

Q 大企業の給与はもっと大きく増加
しているが、今回の増加で求人は

出来るか。

A【総務課】採用に力を入れたり、公
務員の福利厚生を周知したり、公

務員の合同採用試験に加えて必要な求
人に足るよう追加試験もしています。

注目の議案

◆追加議案第1号　令和7年度芝山町一般会計補正予算（第5号）
国からの物価高騰対応にかかる交付金や補助金を、全町民へ向け臨時生活応援商品券等で
配る事業等について追加及び変更を行います。

臨時生活応援商品券
1人8,000円分の商品券（発送は3月予定）
事業費
6,600人×8,000円＝5,280万円
事務費
376万2,000円（郵送料や業務委託費等）

▲物価高騰や民間給与とのバランスを取った給与で、町民の
ためのまちづくりに全力で取り組んでもらいます。

物価高騰に対応したまちづくり

▲ 3月郵送にて配布予定。町内での消費喚起で地域経済活性
化と、物価高騰対策を行います。
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注目の議案
学童クラブ利便性向上と物価高騰による値上げ
議案第6号　芝山町学童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
共働き世帯増加等によって利用率が増加しているので、年末年始の運営日を追加して利便
性向上を努めるとともに、物価高騰による運営費増加に対応するため、使用料を値上げし
ます。

Q 利用月や利用区分によって値上げ無しもあれ
ば、大きく値上げする区分もあり、アンバラ

ンスではないか。

A【こども教育課】近隣市町との比較を重視し
て決めました。

月額通常使用　6,000円⇒7,000円へ値上げ

結果　賛成６対反対５で 可決

岩澤勝則議員

佐藤議員

宮原議員

岩内議員

職員の働き方改革が進む中、運営日が増えることは時代に逆行。
また、物価高騰の中、値上げは厳しいのでは。詳細な議論が必要。

物価高騰を理由とした、子育て施設の不公平な値上げに反対。
負担増による少子化加速を懸念し、慎重な再考を強く求める。

大幅な物価高騰が続く現状で、継続して住民サービスと健全な施
設運営を提供するためには、受益者の負担も重要だと考える。

運営費が増加しており、持続可能な運営に受益者負担の適正
化は不可欠。使用料値上げで近隣市町村と同程度となる。

反対

反対

賛成

賛成

定例会最終日の本会議にて、4名の議員が賛成反対の立場で討論に立ちました。

学童利用料
月額 通常使用 8月

（長期休暇）
芝山町改定後 7,000円 1万円
多古町 7,000円 1万円
横芝光町 7,000円 1万円
山武市 7,000円 1万円

大網白里市 8,000円 8,000円

▲清潔で使いやすく、先生も優しく利用者に好評な学童クラブ。

※運営日追加と使用料値上げ
は来年度開始。

周辺市町の学童利用料比較
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条例の一部改正

第１号
芝山町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて(番号の利用法第２号第５項に「個人番号」が追加されたことにより一部改正するもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について
（議員の期末手当の支給月数を現行4.1月分から改訂後4.15月分にするもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について（特別職
の期末手当の支給月数を現行4.5月分から改訂後4.55月分にするもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について（千葉県人事委
員会勧告に準じて給与等改正するもので、なお、期末・勤勉手当の支給月数を現行4.6月分か
ら改訂後4.65月分にするもの）

可決 
賛(11)・否(0) P2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号
芝山町保育所設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について（国の家庭
庁より「デジタル原則を踏まえた児童福祉行政の規制等の見直しについて」が発出されたこと
に伴い一部を改正するもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号
芝山学童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について（利用者
の利便性向上を図るとともに、近年の物価高騰による学童クラブ運営費の増加に対応するため、
一部を改正するもの）

可決 
賛(6)・否(5) P3 × × ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ －

第７号
芝山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について（特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに
特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部が改正されたことに伴い、一部改
正するもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号
芝山町都市計画マスタープラン策定委員会設置条例の一部を改正する条例の制定につい
て（この策定委員会に「芝山町立地適正化計画策定委員会における所掌事務」を追加するも
の）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 芝山町下水道条例の一部を改正する条例の制定について（国土交通省の通知及び下水道
施行令の改正により一部改正するもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

契約の締結

第10号 工事請負契約の締結について（菱田共同利用施設建設工事（契約金額；2億2506万円）の議
会の議決を求めるもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第11号 物品売買契約書の締結について（防災行政無線戸別受信機購入（契約金額；984万5000
円）の議会の議決を求めるもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

その他(協議)

第12号
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、千葉県市町村総合事務
組合の共同処理する一部廃止及び千葉県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議に
ついて（加入している三芳水道企業団、九十九里地域水道企業団及び南房総広域水道企業
団が解散することに伴う議会の議決を求めるもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度補正予算

第13号 令和７年度芝山町一般会計補正予算（第４号）（総額80億4282万8000円とする） 可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第14号 令和７年度芝山町国民健康保険特別会計計補正予算（第２号）（総額9億7746万2000円と
する）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第15号 令和７年度芝山町介護保険特別会計補正予算（第２号）（総額9億6648万9000円とする） 可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第16号 令和７年度芝山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）（総額1億3903万1000円と
する）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第17号 令和７年度芝山町農業集落排水事業会計補正予算（第２号）（収益的支出と資本的支出を合
わせた20万8000円を増額し、支出予算総額9049万7000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第18号 令和７年度芝山町公共下水道事業会計補正予算（第２号）（収益的支出と資本的支出を合わ
せた509万7000円を増額し、支出予算総額3億9733万6000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第19号 令和７年度芝山町共同浄化槽事業会計補正予算（第２号）（収益的支出と資本的支出を合わ
せた93万9000円を増額し、支出予算総額2749万円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第20号 令和７年度芝山町簡易水道事業会計補正予算（第２号）（収益的支出と資本的支出を合わせ
た65万6000円を増額し、支出予算総額8億499万5000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳情採択

第３号 保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさらなる改善を求める陳情書（国に対して「保育
士配置基準引上げの早期完全実施とさらなる改善を求める意見書」を提出する陳情）

否決 
賛(4)・否(7) × ○ × ○ × ○ × × × ○ × －

追加議案

第１号 令和７年度芝山町一般会計補正予算（第５号）（総額82億1439万5000円とする） 可決 
賛(11)・否(0) P2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年第４回定例会で審議した議案とその結果
なお、表中の「◯」は賛成、「×」は反対、「退」は退席、「欠」は欠席、「除」は除斥、「／」は議決を不要を示し、「－」は議事を進行するため採決に参加していません
議員の賛否を公開



【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて６０分以内と
されており、一つの項目に関して再質問は２回までとされています。　

※第４回定例会の傍聴者は30人でした。※第４回定例会の傍聴者は30人でした。
【一般質問】

　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が自由に考えを聞くこと　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が自由に考えを聞くこと
のできる一般質問。のできる一般質問。
　第４回定例会では７名の議員が登壇し、直面している問題の解決や町の将来像につい　第４回定例会では７名の議員が登壇し、直面している問題の解決や町の将来像につい
て、それぞれの視点から質問を投げかけました。　て、それぞれの視点から質問を投げかけました。　原稿は質問者本人が作成しています。原稿は質問者本人が作成しています。

一般質問

①宮原研吾①宮原研吾議員　議員　Ｐ6（30分）Ｐ6（30分）
・空港機能強化の進捗・空港機能強化の進捗
・騒音区域の住民対策・騒音区域の住民対策
・防音家屋空調施設維持費・防音家屋空調施設維持費
・管理不全空き家への対策・管理不全空き家への対策

④坂井慶子④坂井慶子議員　議員　Ｐ9（60分）Ｐ9（60分）
・教育施設への課題と視点・教育施設への課題と視点
・保健衛生面から見た「命を守る・育む対策」・保健衛生面から見た「命を守る・育む対策」

⑦岩澤達弥⑦岩澤達弥議員　議員　Ｐ12（48分）Ｐ12（48分）
・令和8年度予算について・令和8年度予算について
・成田空港「エアポートシティ」構想・成田空港「エアポートシティ」構想
・交通渋滞緩和について・交通渋滞緩和について

②小嶋秀樹②小嶋秀樹議員　Ｐ7（60分）議員　Ｐ7（60分）
・空港機能強化に関わる施策・空港機能強化に関わる施策
・農業関連の施策・農業関連の施策
・生活インフラに関わる施策・生活インフラに関わる施策
・公共施設に関わる施策・公共施設に関わる施策

③八代正義③八代正義議員　Ｐ8（55分）議員　Ｐ8（55分）
・航空機騒音移転対策・航空機騒音移転対策
・山武郡市環境衛生組合新処理場・山武郡市環境衛生組合新処理場
・これからの4年間の町長の政治姿勢・これからの4年間の町長の政治姿勢
・はにわ祭りやカウントダウン花火・はにわ祭りやカウントダウン花火

⑥吉川真悟⑥吉川真悟議員　Ｐ11（31分）議員　Ｐ11（31分）
・はにわ博物館について・はにわ博物館について
・芝山公園のトイレ・芝山公園のトイレ
・町内在住の外国人政策について・町内在住の外国人政策について

⑤佐藤良太⑤佐藤良太議員　Ｐ10（23分）議員　Ｐ10（23分）
・出産祝金・入学祝金・出産祝金・入学祝金
・子どもの医療・子どもの医療
・子育て支援センター・子育て支援センター
・子育てについて・子育てについて

－芝山議会だより　No.150　R8.2.15

photo/二十歳の式典（芝山文化センター）

未来へバトンをつなぐ
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分
に

利
用
し
て
い
な
い
状
態
で
は
、新

た
な
制
度
の
創
設
な
ど
発
展
し
に
く

い
た
め
、騒
音
対
策
事
業
を
し
っ
か
り

利
用
し
て
い
た
だ
き
、不
備
の
見
直
し

を
含
め
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
に

効
果
が
あ
る
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

『一般質問』

宮原 研吾 議員
（創芝会）

（所要時間30分）

用
地
確
保
に
対
し
国
や
県
は
、

今
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
か
。
ま
た
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
行
動
を
お
こ
な
っ
て
い
く
の

か
。【

町
長
】「
国
は
、Ｎ
Ａ
Ａ
・
県
・
市

町
と
一
層
連
携
を
強
め
、総
動
員

で
用
地
確
保
の
加
速
化
に
全
力
を
注

ぎ
た
い
。県
は
、各
行
政
手
続
き
に
適

時
・
適
切
に
対
応
し
用
地
確
保
に
注
力

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。ま
た
、

対
話
型
説
明
会（
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
）の

開
催
な
ど
用
地
確
保
の
加
速
化
に
向

け
て
協
力
し
て
い
く
」と
伺
っ
て
い
ま
す
。

空港機能強化と
対策は

KENGO MIYAHARA

防
音
家
屋
空
調
施
設
維
持
費
補

助
金
は
、９
月
補
正
予
算
の
１
万

円
増
額
以
外
に
さ
ら
に
引
上
げ
を
考
え

て
い
る
か
。

【
町
長
】Ｃ
滑
走
路
の
供
用
開
始

に
合
わ
せ
て
、最
大
20
万
円
ま
で

引
上
げ
を
実
現
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。空

調
機
維
持
費
補
助
金
は
、A

滑
走
路
と
Ｂ
滑
走
路
・
旧
谷
間

で
金
額
の
格
差
が
あ
る
が
、同
額
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】町
内
の
航
空
機
騒
音
の

デ
ー
タ
を
客
観
的
に
分
析
し
、

騒
音
格
差
が
な
け
れ
ば
金
額
格
差
を

早
急
に
解
消
し
て
い
き
ま
す
。で
き
れ

ば
令
和
８
年
度
内
を
考
え
て
い
ま
す
。

管
理
不
全
の
空
き
家
対
策

著
し
く
周
辺
に
迷
惑
や
危
険
を

及
ぼ
し
て
い
る
空
き
家
等
に
つ
い

て
、代
執
行
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。【

町
長
】代
執
行
は
、周
辺
住
民

の
生
命
、身
体
又
は
財
産
に
危

害
が
及
ぶ
危
険
等
の
切
迫
性
が
極
め

て
高
い
場
合
、所
有
者
が
命
令
に
応
じ

な
い
又
は
所
有
者
が
特
定
で
き
な
い
と

い
っ
た
限
定
的
状
態
に
実
施
す
る
も
の

で
、当
町
に
お
い
て
も
緊
急
的
な
対
応

を
求
め
ら
れ
た
場
合
の
対
応
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

▲旧谷間地区を飛行
する航空機

空
港
機
能
強
化
の

進
捗
状
況
は

空
調
施
設
維
持
費

補
助
金
の
引
上
げ
を

▲夏冬フル稼働の空調機
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▲高谷川沿には機能補償道路が新設予定

水
道
事
業
の
完
工
に
向
け
た
覚

悟
は
。

【
町
長
】機
能
強
化
に
よ
る
経
済

波
及
効
果
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
事
業
で
あ
り
、必
ず
や
り
遂
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
道
２
９
６
号
と
は
に
わ
道
の

４
車
線
化
は
地
域
振
興
の
必
須

条
件
だ
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】議
会
と
の
連
名
で
県
土

整
備
部
に
強
く
要
望
し
ま
し

た
。ま
た
、圏
央
道
開
通
に
伴
い
、既

存
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
と
の
格
差
に
危

機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

機
能
補
償
道
路
の
推
進
に
は
丁

寧
な
対
応
を
。

【
町
長
】残
地
へ
の
対
応
を
含

め
、地
権
者
の
意
見
や
考
え
に

真
摯
に
対
応
す
る
よ
う
Ｎ
Ａ
Ａ
に
求

め
て
い
ま
す
。

小嶋 秀樹 議員
（清祥会）

（所要時間60分）

『一般質問』

航
空
宇
宙
産
業
の
誘
致
を
目
指

し
て
い
る
が
見
通
し
は
。

【
町
長
】県
が
中
心
と
な
っ
て
産

業
用
地
の
整
備
を
行
う
と
表
明

さ
れ
た
が
、町
も
総
力
を
結
集
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

機
能
強
化
の
課
題
、根
本
原
因

を
理
解
し
て
解
決
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
町
長
】地
域
の
実
情
を
粘
り
強

く
関
係
者
に
届
け
、ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
交
渉
し
て
い
き
ま
す
。

﹁
滑
走
路
新
増
設
推
進
協
議

会
﹂に
お
け
る
本
町
の
役
割
は
。

【
町
長
】用
地
確
保
に
向
け
た
対

策
と
実
行
、行
政
手
続
の
支
援

な
ど
を
連
携
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

農
業
の
課
題
、新
規
就
農
者
を

含
め
た
後
継
者
の
育
成
が
急
務

で
は
な
い
か
。

【
町
長
】白
桝
地
区
で
行
っ
て
い

る
担
い
手
育
成
の
取
り
組
み
を

全
町
に
拡
大
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。農

産
物
の
輸
出
、ブ
ラ
ン
ド
化
、

６
次
産
業
化
を
推
進
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】現
在
策
定
中
の「
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
」の
中
で
施
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
の
今
後
の
見
通

し
は
。

【
町
長
】今
の
と
こ
ろ
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
が
、昨
今
の
建
設
コ

ス
ト
の
高
騰
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

二
期
目
の
施
政
方
針
を
問
う

HIDEKI KOJIMA

明
る
い
未
来
を

創
造
で
き
る
町
づ
く
り
を

今
後
の
財
政
上
の
最
優
先
課
題

は
経
常
的
経
費
の
抑
制
で
は
な

い
か
。【

町
長
】歳
出
は
人
件
費
、委
託

費
、建
設
改
良
費
、公
債
費
な
ど

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、歳
入
は

当
面
大
幅
な
増
加
が
見
込
め
ま
せ

ん
。歳
出
を
抑
え
る
行
財
政
改
革
を

進
め
ま
す
。

公
共
施
設
の
維
持
・
管
理
費
が

財
政
を
圧
迫
し
、次
世
代
に
負

担
を
残
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】施
設
の
存
廃
を
見
直

し
、持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】現
存
の
施
設
が

２
０
２
９
年
に
す
ぐ
に
使
用
出
来
な

く
な
る
と
言
う
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
補
修
作
業
し
延
命
さ
せ
、こ
の
先
よ

り
良
い
施
設
を
作
る
事
が
肝
心
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
他
に
も
広
域

化
や
民
間
施
設
の
活
用
も
視
野
に
有

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

町
の
将
来
像
は

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
の
町
長
の

政
治
姿
勢
で
未
来
に
向
け
た
夢

の
あ
る
施
策
は
。

【
町
長
】将
来
に
向
け
て
の
夢
の

あ
る
施
策
で
す
が
、先
ず
は
足

元
を
固
め
上
下
水
道
事
業
や
住
宅
整

備
と
言
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
成

田
空
港
と
一
体
と
な
り
企
業
誘
致
を

図
り
財
政
を
安
定
さ
せ
、住
み
や
す
い

町
、選
ば
れ
る
町
へ
と
し
て
い
き
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

は
に
わ
祭
の
メ
イ
ン
会
場
の
芝

山
公
園
芝
生
広
場
の
傾
斜
解
消

が
出
来
な
い
も
の
か
。

【
町
長
】メ
イ
ン
会
場
の
傾
斜
は

認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、財
政
の

関
係
か
ら
も
す
ぐ
に
解
消
と
は
い
き

ま
せ
ん
。ま
た
、メ
イ
ン
会
場
を
別
の

場
所
で
開
催
す
る
と
言
う
選
択
し
も

あ
り
ま
す
が
、い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し

て
も
、は
に
わ
祭
実
行
委
員
会
の
皆
さ

ん
と
検
討
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

と
思
う
が
、
跡
地
の
活
用
を
考
え
て

い
る
か
。

【
町
長
】跡
地
維
持
管
理
費
は
空

港
周
辺
対
策
交
付
金
の
対
象
と

成
り
ま
す
が
、土
地
の
有
効
活
用
を

図
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。例
え
ば
、企
業
誘
致
や
農
業
施
設

の
誘
致
な
ど
も
そ
の
一つ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
へ

山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合
の
新

ご
み
処
理
場
の
現
在
の
状
況
と
、

こ
れ
か
ら
の
計
画
は
。

【
町
長
】現
在
、新
施
設
を
２
０

２
９
年
稼
働
す
る
事
を
目
指
し

て
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、施
設
整
備

の
概
算
事
業
費
の
高
騰
に
よ
り
計
画

の
見
直
し
を
図
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

『一般質問』

将
来
に
つ
な
げ
る
移
転
に

航
空
機
騒
音
移
転
の
線
引
き
か

ら
漏
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
一
戸
残

し
対
象
者
が
町
内
移
転
す
る
場
合
の

移
転
費
用
の
中
で
、
町
か
ら
の
補
助

金
額
の
不
足
で
移
転
で
き
な
い
方
の

救
済
方
法
は
。

【
町
長
】こ
の
制
度
は
、移
転
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で

す
の
で
、不
足
分
は
移
転
者
が
負
担

す
る
事
と
な
り
ま
す
。た
だ
、私
の
所

に
は
不
足
し
い
る
か
ら
移
転
で
き
ま
せ

ん
と
の
話
し
は
届
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

移
転
跡
地
は
、
町
名
義
と
な
り
、

多
額
の
維
持
管
理
費
が
掛
か
る

次の世代に
繋げるために

八代 正義 議員
（創芝会）

（所要時間55分）

MASAYOSHI YASHIRO

▲盛大に開催された第40回芝山はにわ祭
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中
学
生
へ
の
卒
業
記
念
品
と
し

て
パ
ス
ポ
ー
ト︵
使
用
期
間
５

年
︶を
配
布
し
て
い
る
が
実
際
の
利
用

率
が
低
い
こ
と
か
ら
、新
た
な
事
業
を

坂井 慶子 議員
（創芝会）

（所要時間60分）

KEIKO SAKAI

家
庭
環
境
に
関
係
な
く
子
供
た

ち
だ
け
で
も
参
加
で
き
る
企
画

を
増
や
し
て
欲
し
い
が
。

【
教
育
長
】子
供
の
送
迎
に
バ
ス

を
出
し
た
り
、参
加
費
も
安
価

に
抑
え
る
な
ど
の
対
応
を
し
な
が
ら

事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

『一般質問』

学
校
で
の
学
習
と
は
別
に
、子
供

た
ち
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
で
あ
ろ
う
習
い
事
や
趣
味
、レ

ジ
ャ
ー
、ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
様
々
な

﹁
体
験
﹂に
つ
い
て
、﹁
体
験
格
差
﹂と

い
う
問
題
が
注
目
さ
れ
る
中
、こ
れ
を

町
は
ど
う
捉
え
る
か
。ま
た
格
差
解
消

への
取
り
組
み
は
。

【
教
育
長
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ゲ
ー
ム
な
ど
間
接
体
験
に
接
す

る
機
会
が
多
く
な
る
一
方
で
、自
身
の

体
を
通
じ
て
活
動
す
る
直
接
体
験
の

機
会
は
家
庭
な
ど
の
環
境
に
よ
り
格

差
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。町
で
は
青
少

年
相
談
員
や
子
供
会
、若
竹
塾
な
ど

が
主
催
す
る
宿
泊
体
験
、創
作
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
開
催
し
て
お

り
、今
後
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

な
が
ら
格
差
緩
和
に
繋
げ
ま
す
。

子
供
た
ち
に

多
種
多
様
な「
体
験
」を

参
加
し
や
す
い

企
画
を
増
や
し
て

考
え
て
み
て
は
。

【
教
育
長
】小
中
学
校
で
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

形
に
残
ら
ず
と
も
子
供
た
ち
の
生
涯

の
思
い
出
に
な
る
よ
う
な
特
別
な
場

所
で
の「
体
験
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ

う
と
、今
ま
さ
に
新
た
な
方
法
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
配
布
事
業
は

今
後
も
必
要
か

小
中
学
校
体
育
館

早
急
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

今
年
度
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
が

導
入
さ
れ
た
が
、酷
暑
へ
の
十
分

な
対
策
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
っ

た
。避
難
所
に
も
な
る
体
育
館
へ
の
本

格
的
な
エ
ア
コ
ン
設
置
を
強
く
要
望

す
る
。【

教
育
長
】体
育
の
授
業
は
、年

間
で
の
授
業
日
数
を
踏
ま
え
無

理
に
暑
い
時
期
に
は
行
わ
ず
、涼
し
い

時
期
に
移
す
と
い
っ
た
柔
軟
な
対
応

を
し
て
い
ま
す
が
、今
後
の
児
童
生
徒

の
安
全
な
活
動
の
た
め
に
も
近
隣
市

町
も
参
考
に
し
な
が
ら
設
置
の
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
は

高
齢
者
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
へ
の

助
成
金
を
増
額
出
来
な
い
か
。

【
町
長
】助
成
金
額
は
財
政
状
況

や
山
武
郡
市
医
師
会
の
判
断
も

あ
り
現
在
見
直
す
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。不

妊
治
療
費
の
助
成
は

２
０
２
２
年
４
月
以
降
、一般
的

な
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
保
険

適
用
に
な
っ
た
が
さ
ら
に
高
額
と
な
る

保
険
適
用
外
の
助
成
に
つ
い
て
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

【
町
長
】保
険
適
用
の
治
療
に
つ

い
て
は
、原
則
３
割
負
担
で
、ひ

と
月
の
負
担
が
高
額
と
な
る
場
合
は
、

高
額
医
療
費
制
度
が
利
用
で
き
、そ
の

後
の
医
療
費
は
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。保

険
適
用
外
の
治
療
に
つ
い
て
は
個
人
の

判
断
に
よ
る
た
め
、町
独
自
の
助
成
制

度
創
出
の
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。



芝山議会だより　No.150　R8.2.1－ 10

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、土
曜
日
の
開
設
は
で

き
な
い
か
。

【
町
長
】ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
要
望

が
あ
り
、ニ
ー
ズ
は
認
識
し
て
い

ま
す
。職
員
配
置
や
支
援
員
の
確
保

な
ど
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、協
議
を

重
ね
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

移
住
検
討
者
に
対
し
、本
町
の

魅
力
を
ど
う
伝
え
て
い
く
か
。

【
町
長
】豊
か
な
自
然
、手
厚
い

保
育
、給
食
費
無
償
化
な
ど
は

大
き
な
強
み
で
す
。町
で
出
来
る
現
状

と
し
て
、最
大
限
の
子
育
て
支
援
を
し

て
い
ま
す
。た
だ
し
、自
治
体
間
で
の

単
な
る
人
口
の
奪
い
合
い
の
た
め
の
子

育
て
支
援
で
は
な
く
、地
元
で
子
ど
も

を
産
ん
で
人
を
増
や
す
こ
と
が
一
番
大

事
で
す
。ま
た
、空
港
機
能
強
化
や
将

来
の
構
想
と
連
動
し
、本
町
な
ら
で
は

の
特
色
を
磨
く
こ
と
が
重
要
で
す
。今

後
さ
ら
に
施
策
を
積
み
上
げ
、「
芝
山

町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。よ
り
長

く
町
で
子
育
て
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、制
度
設
計
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

医
療
費
助
成
制
度
の
周
知
、Ｐ

Ｒ
は
進
ん
で
い
る
か
。ま
た
、周

辺
市
町
の
よ
う
な
大
学
生
ま
で
の
医

療
費
ゼ
ロ
は
実
施
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】情
報
発
信
の
見
直
し
を

始
め
て
お
り
、移
住
検
討
者
や
メ

デ
ィ
ア
へ
の
戦
略
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。医
療
費
に
つ
い
て
は
、現
在
20
歳

の
年
度
末
ま
で
、自
己
負
担
３
０
０
円

で
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。安
定
し

た
制
度
を
継
続
す
る
た
め
に
は
財
源

確
保
も
必
要
で
す
の
で
、現
在
の
自

己
負
担
額
に
よ
る
徴
収
は
継
続
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

『一般質問』

佐藤 良太 議員
（眞人）

（所要時間23分）

第
３
子
以
降
の
出
産
・
入
学
祝

金
を
計
１
０
０
万
円
と
す
る
自

治
体
も
あ
る
が
、本
町
で
も
実
施
で
き

な
い
か
。ま
た
、定
住
を
促
す
た
め
支

給
時
期
を
分
散
し
、小
中
学
校
入
学

時
等
へ
配
分
す
る
見
直
し
は
可
能
か
。

【
町
長
】現
在
は
、第
１
子
・
第
２

子
か
ら
10
万
円
を
段
階
的
に
増

額
し
第
５
子
70
万
円
を
支
給
す
る
出

産
祝
制
度
で
す
が
、他
部
署
と
連
携

し
、現
行
制
度
の
融
合
も
視
野
に
施

策
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。分
散
支

給
に
つ
い
て
は
、以
前
か
ら
見
直
し
の

子育て世代に
選ばれる町へ

RYOTA SATO

▲子育て世代の交流の場として貴重
な子育て支援センター「はぐーん」

▲地産地消で美味しい給食は芝山町の魅力

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

Ｐ
Ｒ
と
対
象
拡
大
を

出
産
祝
金
制
度
の見

直
し
を

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

土
曜
日
開
所
を

芝
山
町
が
目
指
す

子
育
て
の
魅
力
は
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利
用
者
の
た
め
の
公
園
に

芝
山
公
園
の
ト
イ
レ
が
狭
く
利

用
し
に
く
い
と
の
声
が
で
て
い
る

が
改
修
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】現
在
の
財
政
等
の
状
況

か
ら
は
直
ち
に
改
修
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
必
要
に
応
じ
た
施
設
修
繕

を
進
め
て
利
用
環
境
の
改
善
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

授
乳
室
や
最
新
の
設
備
を
備
え

た
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
も
必

要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
や
お
む
つ

台
の
設
置
な
ど
軽
微
に
で
き
る

も
の
は
当
然
や
っ
た
方
が
良
い
と
思
い

ま
す
の
で
、担
当
者
と
現
場
を
見
て

判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

吉川 真悟 議員
（緑の会）

（所要時間31分）

『一般質問』

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

は
に
わ
博
物
館
で
の
休
憩
ス
ペ
ー

ス
に
お
い
て
の
進
捗
は
あ
る
か
。

【
町
長
】は
に
わ
博
物
館
の
入
口

を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
休
憩
ス
ペ
ー

ス
が
あ
っ
て
も
良
い
か
な
と
思
い
ま
す

の
で
、教
育
委
員
会
と
相
談
し
、ど
の

よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
る
の
か
検
討

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
に
わ
博
物
館
の
駐
車
場
が
狭

く
利
用
し
ず
ら
い
よ
う
に
見
え

る
が
拡
幅
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】駐
車
場
に
つ
い
て
は
、狭

い
と
思
い
ま
す
し
、全
体
的
に
は

に
わ
博
物
館
の
改
修
を
ど
う
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
は
必
要
と
思
っ
て
ま

す
。今
す
ぐ
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
必
要

な
と
こ
ろ
の
改
修
を
洗
い
出
し
て
計

画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

SHINGO YOSHIKAWA

外
国
人
政
策
の
必
要
性

芝
山
町
内
に
住
む
外
国
人
の
生

活
上
の
マ
ナ
ー
違
反
に
不
安
を

抱
え
て
い
る
町
民
が
い
る
が
、町
と
し

て
の
対
策
は
万
全
か
。

【
町
長
】ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー

を
４
か
国
語
で
表
記
し
た
り
、町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
ト
ッ
プ
画

面
で
８
か
国
語
の
言
語
選
択
な
ど
多

言
語
で
の
発
信
が
可
能
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。今
後
は
生
活
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
も

検
討
し
、役
場
の
窓
口
に
て
配
布
す
る

等
、多
文
化
共
生
の
た
め
の
対
策
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、外
国
人
の
在
住
者
が
増

え
て
き
た
際
に
、お
互
い
の
文
化

を
理
解
し
、共
存
の
為
に
も
交
流
の
施

設
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】町
に
は
用
途
に
応
じ
た

様
々
な
公
共
施
設
が
あ
る
の
で
、

既
存
の
施
設
に
お
い
て
多
文
化
共
生

を
意
識
し
な
が
ら
外
国
の
方
も
参
加

し
や
す
い
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
を

検
討
し
、安
心
し
て
生
活
で
き
る
多

文
化
共
生
の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

▲はにわ博物館駐車場
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社
に
、町
の
本
気
度
を
示
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】町
、県
、国
、空
港
会

社
、航
空
会
社
、民
間
企
業
、金

融
機
関
な
ど
で（
仮
称
）成
田
航
空
宇

宙
産
業
協
会
を
作
り
進
め
て
い
き
た

い
。

構
想
で
は
実
行
期
に
入
る
が
、実

施
主
体
は
。

【
町
長
】最
適
な
事
業
手
法
及
び

実
施
主
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て

早
期
に
満
た
せ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

対
象
地
域
の
耕
作
者
は
、い
つ
ま

で
作
付
け
で
き
る
の
か
。い
つ
農

地
を
返
還
す
れ
ば
い
い
の
か
。不
安
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。し
っ
か
り
と
し
た

説
明
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
。

【
町
長
】事
業
の
進
展
に
合
わ

せ
展
示
適
切
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

国
道
２
９
６
号
線
と
、は
に
わ
道

と
の
交
差
点﹁
岩
山
﹂。は
に
わ

道
の
上
下
線
と
も
10
秒
で
も
伸
ば
す

こ
と
は
出
来
な
い
か
。

【
町
長
】混
雑
状
況
な
ど
現
状
把

握
の
実
施
や
警
察
署
へ
の
情
報

提
供
な
ど
一
層
連
携
を
図
り
快
適
で

安
全
な
通
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
努

め
ま
す
。

備
、竜
ヶ
塚
地
先
の
道
路
改
良
な
ど
。

航
空
宇
宙
産
業
誘
致

航
空
宇
宙
産
業
を
中
心
と
し
た

先
端
産
業
拠
点・ト
レ
ー
ニ
ン
グ

施
設
の
集
積
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
が
、ど
う
評
価
し
て
い

る
か
。【

町
長
】本
町
の
将
来
的
な
発
展

に
極
め
て
重
要
な
機
会
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
の
推
進
体
制
は
、ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

【
町
長
】企
画
調
整
係
が
航
空
宇

宙
産
業
の
誘
致
、市
街
地
整
備

係
が
芝
山
千
代
田
駅
周
辺
の
空
港
と

の
機
能
連
携
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
を
担
当
す
る
体
制
で
推
進
し
ま

す
。

最
大
限
協
力
で
き
る
体
制
を
作

り
千
葉
県
、空
港
会
社
、航
空
会

『一般質問』

岩澤 達弥 議員
（緑の会）

（所要時間48分）

二
期
目
の
取
り
組
み
は

令
和
８
年
度
で
実
現
し
た
い
施

策
は
。

【
町
長
】公
共
交
通
網
の
構
築
、

高
谷
川
沿
い
道
路
整
備
、新
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
、公
共
施
設
へ
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
、商
工
会
と
の
連
携
、

農
業
移
住
の
支
援
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
有
効
活
用
な
ど
。

２
期
目
の
４
年
間
で
、実
現
し
た

い
施
策
は
。

【
町
長
】簡
易
水
道
事
業
の
推

進
、拠
点
整
備
と
航
空
機
産
業

の
集
積
、小
・
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
、高
谷
川
流
域
の
圃
場
整

町は
どう変わるか

TATSUYA IWASAWA

▲小池T字路を時差式へ要望

時
差
式
信
号
機
等
に変

更
を
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活動報告

１０月２９日　芝山町・多古町連絡協議会圏央道視察

　首都圏中央連絡自動車道（以下圏央道）の部分開通が目前に迫る中、芝山町・多古町連絡協議会
による視察が行われました。視察では、多古インターチェンジの料金所部分や国道との接続部の説
明、殿部田地先の橋梁工事の見学をし、先に開通する多古インターチェンジと、来年度開通予定の芝
山区間双方の現状を確認しました。いよいよ部分開通する圏央道。人の流れと物流が本町にとってプ
ラスに働くことを、芝山町議会として期待しております。

　　　 「進む圏央道」

　県内で唯一の未開通区間である大
栄JCTから松尾横芝IC約18.5ｋｍが
２０２６年度（大栄JCTから多古IC区間は
令和8年秋頃開通予定）を目指して工事
中です。また同区間内に三つ目となるIC設
置を千葉県知事と成田空港会社社長が国
に要望書を提出しております。山武市には
山武PA（仮称）が早期供給を目指し事業
が進められています。

便性向上が期待される圏央道利

12月18日　まちづくり常任委員会、所管事務調査

　まちづくり常任委員会にて、まちづくり課に対して道路維持管理についての所管事務調査を
行いました。　まちづくり課から道路維持管理に関する説明をうけました。緊急性の高い道路
舗装修繕に関して、道路パトロールや住民の方からの通報があった際には、職員が現地を確認
して対応している報告がありました。

正な道路管理で安全 ・ 安心なまちづくり適

▲開通が待ち遠しい圏央道

▲ 2BL-0024 号線 ( 岩山 ) 着工前

▲着工後

▲ 01-009 号線（香山新田）着工前

▲着工後

▲ 1BL-0130 号線 ( 境 ) 着工前

▲着工後

注目
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新
設
す
る
Ｃ
滑
走
路
及
び
延

伸
す
る
Ｂ
滑
走
路
の
２
０
２
８

年
度
末
供
用
開
始
を
目
指
し
、

滑
走
路
整
備
を
始
め
と
し
た
諸

課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
５
月
27
日
に
国・県・市
町

︵
成
田
市
、芝
山
町
、多
古
町
︶

及
び
Ｎ
Ａ
Ａ
で
構
成
す
る﹁
成
田

空
港
滑
走
路
新
増
設
推
進
協
議

会
﹂︵
以
下﹁
推
進
協
議
会
﹂と

い
う
。︶が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
17
日
に
行
わ
れ
た
推
進

協
議
会
で
用
地
確
保
が
７
月
末

８
５
.３
％
か
ら
９
月
末
時
点
で

８
６
.２
％
ま
で
進
捗
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
末
時
点
で
は
、

８
６
.９
％
ま
で
進
捗
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
国
、
県
、
市
町
及

び
Ｎ
Ａ
Ａ
が
よ
り
一
層
緊
密
に

連
携
し
て
課
題
に
対
応
し
た
重

点
的
な
取
り
組
み
な
ど
総
動
員

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
工
夫

し
な
が
ら
用
地
確
保
の
加
速
化

に
全
力
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

提供：成田国際空港株式会社

空港機能強化の空港機能強化の
進捗状況進捗状況

提供：成田国際空港株式会社 ▲C滑走路地区の工事区分図
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▲北側トンネルでは、地盤の軟弱な場所にコンクリート乳
剤を混ぜ込み地盤沈下が起こらないようにしています

　
推
進
協
会
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
10
月
か
ら
今
年
１

月
に
か
け
空
港
周
辺
11
市
町
に

お
い
て
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
芝
山
町
で
は
、
10
月
26
日
か

ら
28
日
の
３
日
間
、
町
の
本
庁

舎
１
階
町
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
、
１
０
２
人
の
来
場
が
あ

り
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
、
機
能
強
化

後
の
運
用
に
係
る
情
報
開
示
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
や
補
償
道

路
関
係
、
騒
音
対
策
と
地
域
共

生
策
、
地
域
振
興
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

（
対
話
型
説
明
会
）

　

Ｃ
滑
走
路
地
区
で
は
、工
事

用
仮
設
道
路
工
事
が
完
了
し
、

Ｃ
滑
走
路
北
側
ト
ン
ネ
ル
工
事
。

Ｃ
滑
走
路
北
側
造
成
工
事
、Ｃ

滑
走
路
南
側
造
成
工
事
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
空
港
予
定
用
地
か
ら
の
移
転

萩
原
　
廣
さ
ん（
76
歳
）

︽
加
茂
地
区
⇩
川
津
場
美
空
台
︾

　
﹁
空
港
機
能
強
化
に
よ
り
加

茂
地
区
全
体
が
移
転
対
象
と
な

り
、移
転
の
大
変
さ
は
十
分
理

解
し
て
い
ま
す
が
、空
港
機
能
強

化
に
協
力
す
る
こ
と
は
、芝
山
町

に
と
っ
て
利
益
に
な
る
と
思
い
移

転
を
決
断
し
ま
し
た
。今
回
の

移
転
で
は
、同
地
区
か
ら
移
転

先
に
複
数
の
世
帯
が
移
転
す
る

た
め
、共
同
利
用
施
設
建
設
や

神
社
の
移
転
な
ど
も
伴
い
そ
の

調
整
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

移
転
先
で
の
新
し
い
生
活
は

大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、地
域
で

協
力
し
な
が
ら
家
族
と
幸
せ
に

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。﹂

空
港
機
能
強
化
に
伴
う
移
転
者
の
思
い

◎
騒
音
地
区
か
ら
の
移
転

木
内
　
英
夫
さ
ん（
73
歳
）

︽
白
桝
地
区
⇩
住
母
家
地
区
︾

　
﹁
こ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
場
所

は
、Ｂ
滑
走
路
へ
の
航
空
機
の
離

発
着
で
騒
音
が
程
々
に
あ
り
、慣

れ
は
あ
る
も
の
の
や
は
り
う
る
さ

く
感
じ
て
い
ま
し
た
。空
港
機
能

強
化
で
Ｃ
滑
走
路
が
完
成
し
、さ

ら
に
50
万
回
の
離
発
着
を
考
え

る
と
移
転
し
た
方
が
良
い
と
判

断
し
移
転
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、同
じ
白
桝
で
も
移
転

で
き
な
い
人
も
お
り
、地
域
が
分

断
さ
れ
る
こ
と
が
、気
が
か
り
で

も
あ
り
ま
す
。今
後
も
白
桝
地

区
と
の
お
付
き
合
い
を
継
続
し

な
が
ら
新
し
い
住
母
家
地
区
の

行
事
な
ど
に
も
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。﹂

Ｃ
滑
走
路
地
区
の
建
設
状
況

▲来場者への丁寧な説明提供：成田国際空港株式会社
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「礼儀作法も学べて貴重な体験を
させてもらいました。」

安全な交通対策を

Q 自転車を利用して通学して
いる人が多く、事故を防ぐた

めにも自転車専用ラインの設置は
できないか。

A【町長】町内では小学校周辺や小池地区の一部におい
てグリーンベルトの設置をしていま
すが、今後も中学校周辺において
安全に通行できるよう路面標示の
設置を検討してまいります。

「緊張したけど楽しかったです。」

安全で安心な通学路に

Q 細い道等、夜暗くなると車か
らは歩行者等が見えにくく

危険なので街灯を設置できない
か。

A【町長】町では防犯パトロールを実施して、危険箇所の
確認や犯罪の発生防止に努めて
おり、今後も防犯灯等の整備をは
かると共に夜間における安全対策
に取り組んでいきます。

芝山中学校生徒模擬議会
11 月６日

中学生の目から見た本町は
　芝山町議会では、９年ぶりに中学生議会を開催し、12名の中学生が参加しました。参加し
た中学生模擬議員からは、公共交通、町の施設や町の未来など、様々な目線で町に疑問を投げ
かけ、実際に町長・教育長から答弁をもらいました。

「凄く緊張したけど、とても貴重な
経験ができました。」

快適で安心な学校設備を

Q 怪我や車いすを使用してい
る人が快適に安心して過ご

せるようにバリアフリーの推進が
できないか。

A【教育長】全ての方が利用しやすい施設となるよう早急な
対応をしたいが、現在大規模改修
が必要な箇所がありますので、優
先順位を考慮していきたいと思い
ます。 高崎 斗真 議員堀越 果鈴 議員

伊藤 のどか 議員石井 唯愛 議員

「とても貴重な体験でこれからの芝
山町のことを考えていきたいです。」

図書館の新設を

Q 休みの日に落ち着いて勉強
できる図書館を新設できな

いか。

A【町長】福祉センターの図書室は勉強や自習する場所と
して利用することができますので、
既存の施設において住民のみな
さんへ情報知識の提供や学習の
場として利用しやすい図書室とな
るよう努めていきます。
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「意外と緊張したけど、思ったより
楽しかったです。」

快適なトイレを

Q 芝山中学校の外のトイレの
改修はできないか。

A【教育長】中学校の校舎につきましては、大規模改修工
事の途中となりますので、優先順
位を考慮しながら皆さんの希望を
叶えたいと思います。

「議会の雰囲気も良くて、とて
も貴重な体験となりました。ま
た、議長という大役を経験させ
てもらい将来においても、この
ような機会の時にスムーズに進
行することができる自信にもな
りました。」

「最初は緊張したけど慣れてきま
した。」

芝山千代田駅の利便性向上を

Q 芝山千代田駅ではＩＣカード
が使えなく不便なので対応

できないか。

A【町長】ＩＣカード設備の導入には大きな費用が掛かり、課
題も多いことから実現できていま
せんが、今後も運行事業者や関
係機関と協議を踏まえて導入につ
いて検討していきたいと思います。

「少し緊張したけど雰囲気を感じ
られて、良い経験になりました。」

買い物に便利な町へ

Q 食品等を購入するときには
町外に出なければならない。

町内にスーパー等を誘致できない
か。

A【町長】現在、町内３カ所に住宅拠点整備を進めてお
り、この中の住宅拠点にはスー
パー等、生活に必要な施設も誘致
する計画となっております。

「芝山町の未来について知ること
ができ、参加して良かったです。」

道路整備で安全確保を

Q 町内では凹凸している道路
が多いが修繕できないか。

A【町長】緊急性や危険性がともなう箇所を優先的に補修
しておりますので、今後も安全に
道路を利用してもらえるよう努めて
いきます。

「もう少し議論したかったです。」

町への補償は

Q 成田空港の第３滑走路の建
設による町への賠償金など

はあったのか。

A【町長】町の財産としての防火水槽や旧小学校等の補
償は国の制度として損失を補償す
る基準にのっとり算定がなされてお
りますが、補償額が示されないもの
に関しては、今後も話し合いを進
めていきます。

「緊張で作法を間違えてしまった
けど、貴重な体験でした。」

飲める水道箇所の増設を

Q 芝山中学校では飲める水道
水の箇所が少なく休み時間

内では汲めない人もいます。早急
に飲料可能な水道水の箇所を増
やすべきでは。

A【教育長】学校側と情報を共有しながら浄水器の増設を
検討していきます。

「緊張したけど将来に繋がる良い
経験をさせてもらいました。」

活気ある施設を

Q 休日に子供から大人、お年
寄りまで多くの人が集まり賑

わう場所を造る計画はあるか。

A【町長】将来的にはヒストリーパ―クに食事のできる所を
併設する等、芝山公園全体の再
整備計画を立てたいと思います。

芝山中学校生徒模擬議会

井口 瑛太 議員吉川 朋孝 議員

鈴木 みのり 議員今関 理仁 議員

菱木 一樹 議員石田 莉央 議員

小川 那由多 議員

井口 瑠菜 議長

※この他、各議員から様々な素晴らしい質問がありましたが、
紙面の都合上一人一問の掲載とさせていただきました。
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▲カフェ「空と豆」協力の元、もつ煮と
年越しそばを提供する出店も運営

▲花火を見に来た多くの来場者に
対応し、警備や案内する青年団

▲中学時代は生徒会長を務め、
たっちゃんの愛称で仲間から愛さ
れ、頼られる山室団長

芝山青年団について教えて下さい
　昨年7月、復活を望む多くの声に押され、芝山カウントダウン花火
実行委員会が立ち上がりました。そこに若者も加わってほしいとの
想いを受けて集まった9名。昔あった町の祭を支えていた「芝山青年
団」の名前をお借りしました。花火に集まり協力した団員は25名ま
で増えています。

どんな活動をされていますか
　カウントダウン花火の準備や、実行委員会での打合せ、SNSでの
宣伝とその為の取材等、毎月数回集まっています。

今後の活動予定はありますか
　今年のカウントダウン花火の後は、来年の花火に向けて活動し、い
つか青年団が取り仕切って花火をしたり、休止中の祭を復活できる様
に頑張ります。

町や議会への要望はありますか
　中学卒業後、集まる機会が無いのでこれをきっかけに交流し、若者
活躍の場を作り次世代も加えていきたいので、皆さんにはそのあと押
しをお願いします。

▲大成功の芝山カウントダウン花火。
700発の花火は大迫力、大盛り上がり

Vol.3

▲楽しく笑顔と笑いあふれる青年団

▲町長や議長、実行委員会が立つ
ステージの司会を担当

　6年ぶりの芝山カウントダウン花火復活の為に、地元の二十歳前後のメンバーが立
ち上げた「芝山青年団」を紹介します。
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町
の
魅
力

高
田
・
八
坂
神
社

　

八
坂
神
社
は
６
５
６
年（
斉
明
天
皇
二
年
）

に
高
麗（
こ
う
ら
い
）か
ら
来
日
し
た
調
進
副
使

（
ち
ょ
う
し
ん
ふ
く
し
）・
伊
利
之
使
主（
い
り

し
お
み
）が
新
羅（
し
ら
ぎ
）国
・
牛
頭
山（
ご

ず
さ
ん
）に
座
し
た
素
戔
嗚
尊（
す
さ
の
お
の

み
こ
と
）＝
牛
頭
天
王（
ご
ず
て
ん
の
う
）を
山

城
国
愛
宕
郡
八
坂
郷（
や
ま
し
ろ
の
く
に
お
た

ぎ
ぐ
ん
や
さ
か
ご
う
）に
祀
っ
た
の
が
起
源
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
坂
神
社
の
主
祭
神
で
あ
る
素
戔
嗚
尊
は
、

古
く
か
ら「
災
厄
を
祓
う
神
」と
し
て
信
仰
さ

れ
て
き
た
存
在
で
あ
り
、八
坂
神
社
を
訪
れ
る

多
く
の
人
々
が
、無
病
息
災
や
厄
除
け
を
願
っ

て
こ
の
神
様
に
手
を
合
わ
せ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、八
坂
神
社
の
主
祭
神
・
素
戔

嗚
尊
は「
災
い
を
祓
う
力
」「
人
々
を
守
る
心
」

「
人
間
味
あ
ふ
れ
る
神
格
」を
併
せ
持
っ
た
、

非
常
に
多
面
的
な
神
様
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

厄
除
け
や
健
康
祈
願
だ
け
で
な
く
、
人
生
の

様
々
な
場
面
で
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る
存
在
と

し
て
、長
年
に
わ
た
り
多
く
の
人
々
か
ら
厚
い

信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

《
紹
介
：
岩
澤
勝
則　

議
員
》

－芝山議会だより　No.148　R7.8.119
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今
年
初
め
て
の
議
会
だ
よ
り
を
お
読
み
頂

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

読
ま
れ
る
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
を
お
送
り
出
来

る
よ
う
に
、
心
掛
け
て
参
り
ま
す
の
で
今
後
と

も
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
元
旦
の

﹁
芝
山
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
２
０
２
６
﹂
で

す
が
、
大
勢
の
観
客
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
運
営
に
携
わ
れ
ま
し
た

実
行
委
員
会
の
皆
様
を
始
め
関
係
者
の
皆
様

方
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
芝
山

青
年
団
と
言
う
組
織
が
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

青
年
団
と
聞
く
と
自
分
が
ま
だ
若
い
頃
に
地

元
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て
、
入
団
す
る
予
定
で

し
た
が
、
そ
れ
を
待
た
ず
し
て
解
散
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
40
年
の
時
を
経
て
、
新
生

青
年
団
が
発
足
し
た
事
が
感
無
量
で
す
。
ま

た
、
20
代
の
若
い
力
が
必
ず
将
来
の
芝
山
町

の
力
と
な
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
我
々

議
会
も
必
ず
次
の
世
代
に
、
素
晴
ら
し
い
芝

山
町
を
残
す
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

My
Home Town

Episode 31

Ｑ  町をどう思う？Ｑ  町をどう思う？
　私は芝山で生まれ育って、昔から田園に囲まれた景色とこ　私は芝山で生まれ育って、昔から田園に囲まれた景色とこ
の町の雰囲気が好きでした。専門学校時代に一時的に都内での町の雰囲気が好きでした。専門学校時代に一時的に都内で
過ごしましたが、都会の生活が合わず、社会人になってまた過ごしましたが、都会の生活が合わず、社会人になってまた
芝山町に戻りました。改めて芝山の懐かしい景色で暮らす良芝山町に戻りました。改めて芝山の懐かしい景色で暮らす良
さに気づきました。今では子ども達に自分と同じ環境で育っさに気づきました。今では子ども達に自分と同じ環境で育っ
てもらい、田舎の良さを感じて欲しいと思います。てもらい、田舎の良さを感じて欲しいと思います。

Ｑ 町の魅力は？Ｑ 町の魅力は？
　町の魅力は、田舎ではあるけど都心に近いところだと思います。立地的　町の魅力は、田舎ではあるけど都心に近いところだと思います。立地的
にも、家がとても安く建てられますし、行こうと思えば、都心に簡単にアにも、家がとても安く建てられますし、行こうと思えば、都心に簡単にア
クセスできます。空港も近いから国内外どこでも行くことができるのがいクセスできます。空港も近いから国内外どこでも行くことができるのがい
いですよね。いですよね。

印象で町のイメージって印象で町のイメージって
変わりますよね。変わりますよね。

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和8年第1回芝山町議会
定例会のお知らせ

３月５日
24日

開催予定
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

㈭から
㈫Ｑ 町はどうなってほしい？Ｑ 町はどうなってほしい？

　全国的に人が減っている中で、この町だけは少しでも人の減り方が少　全国的に人が減っている中で、この町だけは少しでも人の減り方が少
なくなって欲しいですよね。私は自分が育った「芝山町」が好きなので、なくなって欲しいですよね。私は自分が育った「芝山町」が好きなので、
きっと町の欠点を少しでも減らし、昔のように住民との交流の場も増えるきっと町の欠点を少しでも減らし、昔のように住民との交流の場も増える
と、もっと魅力的な町になるんじゃないかと思います。と、もっと魅力的な町になるんじゃないかと思います。

髙髙
たかはしたかはし

橋橋　直直
な お きな お き

輝輝 さんさん
（新井田新田）（新井田新田）


